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「グローバルＣＯＥプログラム」（平成２０年度採択拠点）事業結果報告書                        概 要 

機 関 名 慶應義塾大学 機関番号 32612 拠点番号 H10 

１.機関の代表者 

 （ 学 長 ） 

(ふりがな<ローマ字>)  Seike     Atsushi 

（氏 名）  清家 篤 

２．申請分野 

（該当するものに○印） 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ<機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

３．拠点のプログラム名称 

  （英訳名） 
環境共生・安全システムデザインの先導拠点 

Organization of Education and Research of Safe, Secure and Symbiotic System Design 

 研究分野及びキーワード <研究分野：機械> （安全）(環境共生) (ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ) (ｼｽﾃﾑ工学) (大規模ｼｽﾃﾑ) 

４．専攻等名 
理工学研究科総合デザイン工学専攻，理工学研究科開放環境科学専攻，システムデザイン・マネ

ジメント研究科システムデザイン・マネジメント専攻 

５．連携先機関名 

（他の大学等と連携した取組の場合） 
マサチューセッツ工科大学、産業安全文化ファンデーション 

６．事業推進担当者           計２１名 
※他の大学等と連携した取組の場合：拠点となる大学に所属する事業推進担当者の割合［ 90.5 ％］ 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 
所属部局(専攻等)・職名 

現在の専門 
学 位 

役 割 分 担 

 (拠点リーダー） 

前野
Maeno

 隆 司
Ｔａｋａｓｈｉ

 

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科委員長・教

授 

 

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ、科学技術倫理、 

博士(工学) 

 

教育研究統括・システム生命論・科学技術倫理 

（事業推進担当者）    

高野
Takano

 研一
Kenichi

 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、工学博士 安全エネルギ・リスクアナリシス・安全データベース構築 

狼
Ohkami

 嘉
Yoshi

彰
a k i

 （平 成23年3月 31日 定 年） 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科委員長･教

授 
宇宙システムデザイン、 

工学博士 大規模航空宇宙システムアーキテクティング 

佐々木
S a s a k i

 正一
Shoichi

 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 
ハイブリッド自動車システムデ

ザイン、工学修士 
環境調和型ハイブリッドシステムデザイン 

吉田
Yoshida

 和夫
K a z u o

（平 成20年 ３月19日 死 去 ） 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 知的制御、工学博士 安全制御システムアーキテクティング・デザイン 

佐藤
S a t o

 春樹
Haruk i

 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 環境デザイン、工学博士 環境共生エネルギシステムデザイン 

森
Mori

 康彦
Yasuhiko

 （平 成24年3月 31日 定 年） 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 熱システム、工学博士 環境・エネルギ輸送システムデザイン 

植田
U e d a

 利
Toshi

久
hisa

 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 エネルギ科学、工学博士 非線形非定常複雑系工学・エネルギプラントシステム 

泰
Yasu

岡
oka

 顕
Ken

治
j i

 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 
分子シミュレーション、 

博士（工学） ナノエネルギシステムシミュレーション 

大村
Ohmura

 亮
Ryo

 理工学研究科開放環境科学専攻・准教授 
熱システムアナリシス、物理化

学、博士（工学） 
環境共生安全エネルギモデリング 

日比谷
H i b i y a

 孟
Take

俊
toshi

 （平 成23年3月 31日 定 年） 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 
材料工学、工学博士 宇宙環境物理化学実験システムデザインと管理 

松尾
Matsuo

 亜紀子
A k i k o

 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 航空宇宙工学、博士(工学) 
安全大規模宇宙システムシミュレーション・事故体系構

築 

堀田
H o t t a

 篤
Atsushi

 理工学研究科開放環境科学専攻・准教授 ソフトマテリアル、博士（Ph.D） 安全高耐久マテリアルデザイン 

中野
Nakano

 冠
Masaru

 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 
サステナブルマニュファクチャリ

ング、工学博士 

環境共生安全輸送技術の要求分析、ライフサイクルデ

ザイン 

松 岡
Matsuoka

 由
Yoshi

幸
yuki

 
理工学研究科総合デザイン工学専攻・教

授 
デザイン理論、方法論、 

博士（工学） 
環境共生安全輸送システムデザイン方法論 

西 村
Nishimura

 秀 和
Hidekazu

 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 
制御工学、工学博士 安全ダイナミカルシステムアーキテクティング 

野口
Noguchi

 裕
Hiro

久
hisa

（平 成20年 8月22日 死 去 ）  
理工学研究科開放環境科学専攻・教授 計算力学、博士（工学） 安全のための非線形シミュレーション 

山
Yama

﨑
saki

 信 行
Nobuyuki

 理工学研究科開放環境科学専攻・准教授 
コンピュータアーキテクチャ、 

博士（工学） 
ソフトウエア安全・大規模分散制御システム 

今井
I m a i

 倫
Michi

太
t a

 理工学研究科開放環境科学専攻・准教授 
コミュニケーションロボット、 

工学博士 

ヒューマンマシン安全・コミュニケーションシステムデザ

イン 

小木
O g i

 哲
Tetsu

朗
r o

 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 
バーチャルリアリティー、 

博士（工学） 
ヒューマンマシンシステムのモデリングとデザイン 

三田
M i t a

 彰
Akira

（平 成 21年4月1日 追 加 ） 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 建築制御、PH. D ヘルスモニタリングシステムデザイン 

伊香賀
I k a g a

 俊
Toshi

治
haru

 （平 成21年 4月1日 追 加 ） 理工学研究科開放環境科学専攻・教授 
建築設備デザイン、 

博士（工学） 
建築環境・建築設備の環境共生デザイン 

春 山
Haruyama

 真
Shin

一郎
I c h i r o

 （平 成21年 4月1日 追 加 ） 
ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻･教授 

通信システムデザイン、 

Ph. D. 
デザインプロジェクト教育、通信システムデザイン 

髙
Taka

橋
hashi

 正樹
Masaki

（平 成 21年4月1日 追 加 ） 理工学研究科開放環境科学専攻・准教授 
システム制御工学、 

博士（工学） 

環境共生・安全宇宙・フィールドロボットシステムデザ

イン 

石井
I s h i i

 浩
K o

介
suke

 （平 成21年3月 2日 死 去） 
Stanford University, Manufacturing 

Modeling Laboratory, Professor 
設計・製造システム、Ph. D デザインプロジェクト教育、価値づくりデザイン 

Olivier
O r i b i e

 L. de
D e

 Weck
B e e k u

 
Massachusetts Institute of Technology, Engine

ering Systems Division, Associate Professor 

宇宙システムエンジニアリン

グ、Ph.D デザインプロジェクト教育、プロジェクトマネジメント 

Gilles
J i r u

 Motet
M o t e

 

Foundation for the Culture of the Industrial 

Safety, Professor, Scientific Director 

National Institute in Applied Sciences at 

Toulouse 

システム安全工学・安全工

学、Ph.D セーフティーシステムエンジニアリング教育 
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【公表】 

機 関 （ 連 携 先 機 関 ） 名 慶應義塾大学、マサチューセッツ工科大学、産業安全文化ファンデーション 

拠点のプログラム名称 環境共生・安全システムデザインの先導拠点 

中 核 と な る 専 攻 等 名 理工学研究科総合デザイン工学専攻 

事 業 推 進 担 当 者  （拠点リーダー） 前野 隆司・教授              外20名 

［拠点形成の目的］ 

20世紀には、科学技術が高度化した一方、要素技術への専門化・詳細化が進行した。他方、産業界の
高度実用技術システムには、専門化、詳細化のみでは対処できない問題が生じつつある。発電・エネルギ
システム、大規模航空宇宙システムが直面する超大規模化に起因する予期せぬ事故・故障への対応の困
難さや、次世代自動車やロボットの制御系・ソフトウエアが直面する新規技術システムの大規模複雑化に起
因する安全設計の困難さである。同時に、現代科学技術文明が作り出した地球環境問題が深刻化してい
る。すなわち、技術システムが直面する安全の問題とそれを取り巻く地球環境問題を別個の問題と捉えてい
たのでは技術システムを適切にデザインすることが困難になりつつある。これらの課題を解決するためには、
安全の問題、地球環境問題、システムと個々の要素の設計目的といったカテゴリやスケールの異なる多様
な価値の間の複雑な相互作用をシステムの関係性として統合的に捉え、システム全体をデザインするシステ
ムデザイン工学の体系化と、これに基づく創造的なシステムデザインの教育研究が不可欠である。このた
め、慶應義塾大学が構築してきたシステムデザイン工学体系に基づき、環境共生・安全システムデザインを
グローバルにリードできる世界トップレベルの人材を育成するための教育研究拠点形成を行うことを本プロ
グラムの目的とする。 

［拠点形成計画及び達成状況の概要］ 

<<経経緯緯>> 慶應義塾大学では、環境・安全に代表される多様な価値との調和を考慮した新たな工学体系創
造のために、1996年に理工学部システムデザイン工学科を発足させ、本分野の教育研究をリードしてきた。
また、21世紀COEプログラム「知能化から生命化へのシステムデザイン」では、大規模複雑システムである生
命体が想定外の状況に適応して生きる原理に学ぶシステムデザイン方法(システム生命論)を構築した。ここ
では、MIT、Stanford大をはじめとするシステムデザインの世界的拠点との活発な研究教育交流に基づき、
本分野の国際的な拠点としての地位を確立するとともに、国際学会INCOSE（The International Council on 
Systems Engineering）のアジア拠点としての役割を担うに至っている。さらに、慶應義塾大学では、既に高い
専門性を身につけた者(主に社会人)への実践的なシステムデザイン教育を行うために、2008年度にシステ
ムデザイン・マネジメント研究科を発足させ、最先端システムデザイン教育研究を開始した。以上の背景に
鑑み、博士課程学生の教育研究のために設立する環境共生・安全システムデザイン教育研究センターを母
体に、以下に述べる教育と研究を行うことによって、システムデザイン工学体系の教育と研究を世界的に先
導する拠点形成を行う。 
<<教教育育>> 教育面では、後述の5つの研究プログラムへの参加を通しての教育を行うとともに、国際的、実践
的かつ斬新な授業カリキュラムを実施することによって、システムデザイン工学体系を徹底的に身に付けさ
せる。まず、博士課程学生には、理工学研究科に設置する「複雑システムのデザイン体系」を履修させ、非
線形非定常な大規模複雑システムを取り扱うための基礎学術を学ばせる。また、システムデザイン・マネジメ
ント研究科に設置する、国際的拠点との連携・協力に基づく「デザインプロジェクト」などの実学中心の国際
連携教育を履修させる。以上のカリキュラムにより、システムデザイン工学体系を確実に習得させ、対象シス
テムが何であるかにかかわらず、地球環境に対し共生的かつ人類にとって安全な大規模複雑システムを
デザインすることのできる力を養う。また、インターンシッププログラムによる国際的交流や、RA（Research 
Assistant）、PD (Postdoctoral Fellow)への経済的支援も積極的に行う。以上の綿密な実践教育を通して、
環境共生・安全とシステムの目的を同時に考慮して技術システムをデザインできる能力を身に付けるのみ
ならず、現在の技術システムが直面する重大な問題の解決をリードできる統合力・実行力のある人材を育
成する。 
<<研研究究>> 環境共生と安全が極めて重要でありかつ互いに密に関連しあった課題である次世代大規模複雑
システムの代表例として、環境共生・安全エネルギ・資源システム、環境共生・安全モビリティシステム、環
境共生・安全ヒューマンインタフェースシステムの3つにフォーカスを当てる。これら極めて重要な技術課題
を対象に、アナリシス（エンジニアリングに基づく手法）とシンセシス（アーキテクティングに基づく手法）の統
合を行うシステムデザイン工学体系に基づき、環境共生的で安全なシステムのデザイン研究を行う。さらに、
具体的な環境共生・安全システムデザインの基盤を担うために、環境共生的で安全なシステムデザイン方
法論・教育方法論およびアナリシス・モデリング・シミュレーションに関し、国際連携に基づく研究を行う。こ
の結果、環境共生・安全という基本概念を貫き通した3つの重なり合った最先端大規模複雑システム分野
における斬新なデザインコンセプトと技術開発成果を得るとともに、安全のデータベース、省エネルギシステ
ム技術、システムデザイン方法論、成果の評価尺度、システムデザイン教育方法論などの具体的研究成
果を得る。 
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                                                                     様式３【公表】 

６－１．国際的に卓越した拠点形成としての成果  
国際的に卓越した教育研究拠点の形成という観点に照らしてアピールできる成果について具体的かつ明確、簡潔に記入してください。 

国際連携デザインプロジェクト教育 

 本拠点の特徴の一つは、MIT、Stanford大、TUDeft（2009年度より）、Adelaide大（2011年度より）との連携

・協力に基づく国際的デザインプロジェクト教育である。もともと、類似した教育は、Stanford大学のd.school

（Hasso Plattner Institute of Design）やAalto大学などで行われていた。日本でも、東大i.school、京大デザイ

ンスクールなどが活動を開始している。これらは一般に「デザイン思考」と呼ばれている。これに対し、本拠

点の特徴は、システムズエンジニアリングとデザイン思考を車の両輪のように二つの基盤とする考え方に基

づいている点である。これを一般向けには「システム×デザイン」思考と呼んでいる（学問的には、システムズ

エンジニアリングとデザイン思考の融合）。このように、本拠点は、5年間の活動を通して、世界的潮流の中

にあって独自の立場を築いてきた。その成果を、国際会議、原著論文、著書などで発表してきた結果、国

際的に認知されるに至った。このこと自体が、国際的に卓越した教育研究拠点としての成果である。 

システムデザイン拠点の国際視察と国際的関係強化 

上記に関連し、拠点リーダーとRA、PDの一部は、2013年にデザイン思考型のグループプロジェクト教育や

協創の実践で世界最高レベルにある大学、企業（Stanford大、MIT、Aalto大、IDEO、Apple、DDC、Index、

CIID、KiBiSiなど）を訪問し、一流の教授・研究者との意見交換や議論を行った。この結果は、我々の拠点

の国際的認知度を高めるとともに、Stanford大、MITとの連携強化、Aalto大との連携検討など、有益な国際

拠点形成につながった。 

英語による教育 

本拠点の講義「SDMの基礎」を最終年度はすべて英語で行い、国際的な講義とした。逆に、「デザインプ

ロジェクト」は2010年度まで英語で行っていたが、2011年度以降は英語と日本語を併用し、日本語を話さな

い学生と英語が苦手な学生の交流も促進した。以上のようなきめ細かい教育経験の蓄積は、実質的な意味

での国際拠点形成成果であると考えている。 

また、もともと、理工学研究科とシステムデザイン・マネジメント研究科では英語による教育を完備してい

る。すなわち、理工学研究科では、日本語を話さない学生がいる場合には英語で開講する科目を多く設け

ており、実質的に、英語のみで授業履修と研究を行なえる体制を整えている。システムデザイン・マネジメン

ト研究科の場合は、春入学を日本語コース、秋入学を英語コースと位置付けており、秋に入学した学生は

英語で学んだ時に必修科目などを効果的に学べるよう、英語科目を配したカリキュラムを構築している。な

お、春入学者も英語の授業を履修可能であり、逆に、秋入学者も日本語の授業を履修可能である。これら

の成果により、毎年多くの外国人学生を受け入れてきている。この活動も、国際的に卓越した教育研究拠

点としての成果であると考えている。 

国際連携研究 

 上述の「システム×デザイン」思考の教育方法論や手法に関し、これまで、MIT、Stanford大、TUDelft、

Adelaide大などと活発な連携研究を行なってきた。その成果は論文の所に述べたとおりである。また、個々

のシステムデザイン研究においても、様々な国際連携研究を行なった。学生の国際インターンシップ先との

共同研究成果も少なくない。このように、教育の研究、システムデザインの研究、それらのための学生の交

流という多面的な方向から、国際連携研究成果をあげた。 

国際会議の開催 

5-2②で述べたように、多くの国際会議を実施し、多様な分野の研究者との交流を行うことによって、それ

ぞれの分野の第一人者とのネットワーク構築も重ねた。この成果も、国際的に卓越した教育研究拠点形成

に大きく寄与した。 

国内外学会との連携 

6-2で述べるように国内外学会の国際的活動との連携も国際的に卓越した拠点形成に大きく寄与した。 

国際レベルの研究成果 

The National Academy of Sciences（IF（Impact Factor）=9.4）、J. of the American Chemical Society

（IF=8.1）、Journal of Physical Chemistry B（IF=4.7）、Physical Review Letters（IF=4.6）、Safety Science 

（IF=4.3）など、インパクトファクタの高い論文誌への論文を多く出版した。一方、産業技術総合研究所のシ

ンセシオロジー、イノベーション教育学会、日本サービス学会等、日本初の萌芽的な分野創生とも連携を進

めており、国際的な最高レベルと、国際的に通用する最新分野創出の両者をバランスよく目指すことが、広

い意味での国際レベルの研究であると考えている。 

http://takashimaeno.blog.fc2.com/blog-entry-95.html


 
 

 
 

「グローバルＣＯＥプログラム」（平成２０年度採択拠点）事後評価結果 
 

 

機 関 名 慶應義塾大学 拠点番号 H10 

申請分野 機械、土木、建築、その他工学 

拠点プログラム名称 環境共生・安全システムデザインの先導拠点 

中核となる専攻等名 理工学研究科総合ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学専攻 

事業推進担当者 (拠点リーダー名)前野 隆司          外 20 名 

 
◇グローバルＣＯＥプログラム委員会における評価（公表用）            

 

（総括評価） 

設定された目的は概ね達成された。 

 

（コメント） 

大学の将来構想と組織的な支援については、システムデザインの教育研究の強化という観点

からみると、グローバルCOEプログラムがシステムデザイン・マネジメント研究科の設置、部

局横断的な博士後期課程学生のキャリア育成を支援する先導研究センターの設置等によって、

国際的教育研究拠点を形成するという大学全体の戦略と合致し、学内の予算措置などの組織的

な支援も受け、設定された目的は概ね達成された。しかし、本プログラムの活動が主としてシ

ステムデザイン・マネジメント研究科と理工学研究科の両研究科の連携によって運営されたと

いう懸念が若干残る。 
拠点形成計画全体については、新しいコンセプトに基づく教育研究拠点の構築を目指したも

のであり、システム、デザインとマネジメントの共通の組織と評価方法を構築し、海外著名大

学との連携による全17回の国際シンポジウム・ワークショップの開催等によって国際競争力の

ある拠点を形成している。アナリシス・モデリング・シミュレーションにおけるより高度な展

開が期待される。 
人材育成面については、講義、自主運営組織、国際的人材登用など、多様な施策が講じられ

ており、育成状況の把握についても、採録された論文数、国際会議論文数などの客観評価、学

生自己評価に基づく多様な教育の効果の定量評価、外部評価およびマスコミ発表などによる社

会からの客観評価、修了者のキャリアパスの客観評価という4つの具体的な評価軸を設定して

評価している。世界的に活躍する若手研究者や企業で活躍する人材が育っている。 
研究活動面については、拠点による多数の国際会議の開催によって国際的な研究拠点として

の評価を受けている。また、システム、デザイン、マネジメントに関する国際的にレベルの高

い論文、著書も多く発表されており、イノベーション教育学会の設立にも貢献しており、教育

工学的研究論文の成果は高い。今後は新たな研究方法論、あるいは学術を体系化する基礎研究

の成果が望まれる。 
今後の展望については、本拠点における国際的な連携の基盤は構築されており、今後の発展

も期待できるが、理工学研究科とシステムデザイン・マネジメント研究科の連携に加えて、周

辺分野とのより強力な連携の構築が望まれる。システムデザイン・マネジメントの学術的体系

の構築が残された大きな課題であろう。 

 




